
(1) 水産施策等に係る現状報告

ア 釜石市魚市場の水揚げ等について

1

令和８年３月25日 釜石市水産審議会【資料１】
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（百万円）（トン） 釜石市魚市場水揚高

水揚数量 水揚金額（税抜）

【参考】令和7年度（Ｒ8.２月末時点の状況）
●数 量 ：5,403トン （対前年同期 ▲3,853トン）
●金額（税抜）：1,924百万円 （対前年同期 ＋233百万円）

○主な要因 ※（ ）は対前年同期比較値

・養殖業：サクラマス及びギンザケの生産が増大【合算数量712トン、金額548百万円（＋379トン、＋276百万円）】
・かご漁：前年度減であるが、2億円を突破した。【数量 166トン、金額 234百万円（▲95トン、▲110百万円）】
・サンマ ：全国的な豊漁、市内水産会社のサンマ漁船入港増【数量2,190トン、金額594百万円（＋859トン、＋4百万円）】
・定置網：全体的な水揚量の減少に加え、汐折漁場の急潮被害による休止など

【2,005トン、492百万円（▲5,043トン、▲108百万円）】

出典：釜石市漁業協同組合連合会作成
地方卸売市場水揚統計
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釜石市魚市場水揚状況



■廻来船（水揚げへの御礼及び継続依頼）

○令和７年７～８月 サンマ棒受け網漁船事業者 ２社

⇒令和７年度も水揚げを継続していただいた。

⇒新たな漁船の誘致は、受け入れ体制も併せて整備することが必要。

■魚市場を利用する水産業者（意見交換及び釜石市魚市場への継続依頼）

○令和７年6月、８月、12月 水産業者 3社

⇒引き続き魚市場の利用をお願いするとともに、魚市場を利用する上での要望等の聞き取り

を行った。

■令和７年度 釜石市魚市場水揚奨励補助金交付見込

釜石市漁業協同組合連合会が魚市場に水揚げし給氷する漁船に対し実施する氷の購入に係る

助成事業に対し 、補助金を交付するもの。

〇旋網船・サンマ棒受け網漁船

⇒交付件数／交付金額：７件／2,887,000円

〇地元漁船・廻来漁船

⇒交付件数／交付金額：15件／1,513,000円
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市漁連・市による釜石市魚市場への水揚げの継続依頼活動
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